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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 113,762 4.4 3,163 175.4 3,557 62.6 1,862 145.7
22年3月期第3四半期 109,003 △9.8 1,148 △61.3 2,188 △42.8 757 △57.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 109.41 ―
22年3月期第3四半期 43.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 67,611 18,443 27.2 1,087.37
22年3月期 61,276 17,018 27.6 990.24

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  18,371百万円 22年3月期  16,941百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
20.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 148,000 5.1 1,162 ― 2,150 105.8 800 ― 44.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等
は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 P.3 「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 17,918,252株 22年3月期  17,918,252株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,023,084株 22年3月期  809,338株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 17,022,205株 22年3月期3Q 17,363,572株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における日本経済は、エコポイント制度を始めとする施策特需の下支えにより緩やか

な回復の兆しが見られたものの、雇用情勢・所得環境の厳しさは依然継続しており、先行きが不透明な景況感の中

で推移しております。 

 このような中、当社グループは「すべての人を、写真の未来へ」を念頭に当社グループのファンを拡大すべく、

写真を楽しむための商品やサービスの向上に注力し、当第３四半期連結会計期間においては主力商品である写真付

年賀状等のプリント商品、写真スタジオでの七五三撮影に注力してまいりました。 

   

①「写真付年賀状」では「キタムラオリジナルデザイン」を追加し、「印刷タイプの年賀状」では全店のプリンタ

ーを入れ換え、高品質・スピード仕上げを実現しました。さらに従来の「写真付年賀状」「印刷タイプの年賀

状」「喪中はがき」に加え、「写真入り印刷タイプの年賀状」の獲得にも力を入れました。またネット注文で

は、新たに「宛名印刷」「宛名ラベル印刷」のサービスも実施しました。その結果、年賀状の販売枚数は、

5,757万枚（前年同期比9.2％増）と前年を上回ることができました。 

②「カメラのキタムラ」全店で安心して受け取れる「ＴＶショッピング」に加え「ラジオショッピング」も開始し

ました。その結果、デジタルカメラの販売台数は前年同期比11.5％増となりました。そのうち、コンパクトデジ

タルカメラは前年同期比8.4％増、デジタル一眼レフカメラは前年同期比23.2％増で、どちらも販売台数を大き

く伸ばすことができました。 

③好評いただいている「証明写真スタジオＫ」を既存の「カメラのキタムラ」店舗内に260ヶ所展開しました。

「高品質」と「快適な撮影環境」をより多くのお客様に提供できるようになりました。  

④売上・客数拡大のために「スタジオマリオ」を35店出店しました。そのうち、33店は「カメラのキタムラ」店舗

内に併設出店しました。最大需要期の七五三撮影において、予定通りお客様を取り込むことができ、売上高は前

年同期比26.0％増となりました。「カメラのキタムラ」内に「スタジオマリオ」を併設出店したことで、従来よ

り「カメラのキタムラ」をご利用頂いているファミリー層のお客様にもご利用頂き、相乗効果が発揮できまし

た。  

⑤中古カメラの売上を拡大するために「ネットオークション」を加速させ、掲載商品点数が1,000件を超えるまで

になりました。 

⑥フォトブックのラインナップを増やしました。エコー写真などから作る「おなかのフォトブック」、ブライダル

専用の本格的な「デザイナーズ・フォトブック」を発売しました。また「ミニミニフォトブック」はケータイか

らでも簡単に注文できるように利便性を高めました。 

⑦ケータイから直接プリントが注文できるサービスを開始しました。  

⑧好調な「ＤＶＤダビングサービス」に、「内蔵記録式ビデオカメラ本体からのダビングサービス」「Blu-rayデ

ィスクへのダビングサービス」を追加しました。また設備を拡大し、受注体制も強化しました。 

  

 この結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高113,762百万円（前年同期比4.4％増）、営業

利益3,163百万円（前年同期比175.4％増）、経常利益3,557百万円（前年同期比62.6％増）、四半期純利益1,862百

万円（前年同期比145.7％増）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

㈱キタムラ（２７１９）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 2 -



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 財政状態につきましては、次の通りであります。 

（資産）  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は67,611百万円となり、前連結会計年度末に比べて6,334百万円増加し

ました。これは主に年賀状及び七五三撮影などの売上増加に伴う現金及び預金と売掛金の増加によるものであり

ます。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は49,167百万円となり、前連結会計年度末に比べて4,908百万円増加

しました。これは主に売上増加に対応する仕入債務の増加によるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は18,443百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,425百万円増加し

ました。これは主に利益剰余金の増加によるものであり、この結果自己資本比率は27.2％となりました。   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結業績予想に関しましては、平成22年５月11日公表の「平成22年３月期決算短信」に修正は

ございません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。     

   

・たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

  

・固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によっ

ております。 

  

・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判定に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が

あるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっておりま

す。 

  

②四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 

・税金費用の計算 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ14百万円減少し、税金等調整前四半期

純利益は、78百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は123百万円

であります。  

  

②５年間保証に係る収入及び修理費用の会計処理基準の変更 

 販売商品の５年間保証に係る収入は、従来、販売促進を目的とした副次的なサービスとしてとらえ、営業外収益

（受取保証料）として処理しておりました。 

 当該サービス内容を前連結会計年度中に充実させ、新たなビジネスモデルとして再定義した結果、当連結会計年

度において収入金額の重要性が高まってきたため、第１四半期連結会計期間より当該サービスに係る収入を売上高

に含めて処理することといたしました。 

 これに伴い、当該サービスに係る修理費用は販売費及び一般管理費から売上原価に含めて処理することといたし

ました。 

 この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の売上高は585百万円、売上総利益は377百万円増加し、営業利益は

585百万円増加しております。なお、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

  

③連結財務諸表に関する会計基準の適用による表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,628 4,907

受取手形及び売掛金 8,359 6,080

商品 12,530 12,332

原材料及び貯蔵品 1,263 1,022

前払費用 723 700

繰延税金資産 431 431

未収入金 5,635 3,976

その他 148 81

貸倒引当金 △115 △87

流動資産合計 36,604 29,444

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,293 12,918

減価償却累計額 △8,783 △8,211

建物及び構築物（純額） 4,510 4,706

機械装置及び運搬具 990 897

減価償却累計額 △539 △421

機械装置及び運搬具（純額） 450 475

工具、器具及び備品 7,633 7,779

減価償却累計額 △5,779 △5,851

工具、器具及び備品（純額） 1,853 1,928

土地 5,576 5,638

リース資産 836 548

減価償却累計額 △337 △214

リース資産（純額） 498 334

建設仮勘定 4 1

有形固定資産合計 12,894 13,084

無形固定資産   

ソフトウエア 2,034 2,257

その他 806 729

無形固定資産合計 2,840 2,986

投資その他の資産   

投資有価証券 560 623

長期貸付金 21 22

長期前払費用 390 453

繰延税金資産 2,534 2,540

敷金及び保証金 10,534 10,705

仕入先長期積立金 1,222 1,404

その他 95 99

貸倒引当金 △88 △87

投資その他の資産合計 15,271 15,761

固定資産合計 31,006 31,832

資産合計 67,611 61,276
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,405 16,227

短期借入金 2,500 1,700

1年内返済予定の長期借入金 7,185 7,590

1年内償還予定の社債 20 40

未払法人税等 1,308 450

未払消費税等 407 106

未払費用 2,203 1,772

賞与引当金 829 817

その他 1,851 1,937

流動負債合計 36,710 30,640

固定負債   

長期借入金 7,636 8,890

退職給付引当金 2,974 2,785

役員退職慰労引当金 577 533

負ののれん 587 940

資産除去債務 123 －

その他 557 467

固定負債合計 12,456 13,617

負債合計 49,167 44,258

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 13,585 12,065

自己株式 △539 △440

株主資本合計 18,318 16,896

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 52 45

評価・換算差額等合計 52 45

少数株主持分 72 76

純資産合計 18,443 17,018

負債純資産合計 67,611 61,276
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 109,003 113,762

売上原価 67,943 71,319

売上総利益 41,060 42,443

販売費及び一般管理費 39,911 39,280

営業利益 1,148 3,163

営業外収益   

受取利息 13 8

受取配当金 9 9

受取手数料 68 73

受取保証料 555 －

仕入割引 100 76

負ののれん償却額 352 352

その他 214 134

営業外収益合計 1,313 655

営業外費用   

支払利息 212 203

支払手数料 30 36

その他 31 21

営業外費用合計 274 261

経常利益 2,188 3,557

特別利益   

固定資産売却益 210 0

貸倒引当金戻入額 9 16

特別利益合計 219 16

特別損失   

固定資産売却損 7 1

固定資産除却損 359 75

減損損失 12 78

投資有価証券評価損 58 76

事業構造改善費用 81 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63

その他 5 1

特別損失合計 525 296

税金等調整前四半期純利益 1,882 3,276

法人税等 1,145 1,418

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,858

少数株主損失（△） △20 △3

四半期純利益 757 1,862
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 42,901 45,577

売上原価 26,014 27,171

売上総利益 16,887 18,406

販売費及び一般管理費 13,339 13,468

営業利益 3,547 4,937

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 1 2

受取手数料 20 22

受取保証料 193 －

仕入割引 27 22

負ののれん償却額 117 117

その他 42 38

営業外収益合計 408 204

営業外費用   

支払利息 71 78

支払手数料 10 12

その他 4 8

営業外費用合計 86 99

経常利益 3,870 5,042

特別利益   

固定資産売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 △31 △0

特別利益合計 △31 △0

特別損失   

固定資産売却損 7 －

固定資産除却損 14 12

減損損失 9 －

投資有価証券評価損 58 △56

事業構造改善費用 22 －

その他 0 －

特別損失合計 113 △43

税金等調整前四半期純利益 3,724 5,085

法人税等 532 1,119

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,966

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5 0

四半期純利益 3,197 3,965
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,882 3,276

減価償却費 2,136 2,039

減損損失 11 78

負ののれん償却額 △352 △352

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 29

賞与引当金の増減額（△は減少） △462 11

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82 188

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 43

受取利息及び受取配当金 △22 △17

支払利息 212 203

投資有価証券評価損益（△は益） 58 76

固定資産売却損益（△は益） △202 1

固定資産除却損 224 58

売上債権の増減額（△は増加） △1,423 △2,279

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,225 △439

その他の資産の増減額（△は増加） △856 △1,766

仕入債務の増減額（△は減少） 5,482 4,047

その他の負債の増減額（△は減少） △717 850

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63

その他 109 52

小計 4,940 6,157

利息及び配当金の受取額 14 12

利息の支払額 △207 △188

法人税等の支払額 △969 △523

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,777 5,458

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △400 △291

定期預金の払戻による収入 600 654

有形固定資産の取得による支出 △2,168 △1,053

有形固定資産の売却による収入 440 8

無形固定資産の取得による支出 △676 △574

無形固定資産の売却による収入 0 －

敷金及び保証金の差入による支出 △301 △311

敷金及び保証金の回収による収入 920 479

貸付けによる支出 － △1

貸付金の回収による収入 3 1

投資その他の資産の増減額（△は増加） △93 149

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,674 △938

㈱キタムラ（２７１９）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 9 -



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 800

長期借入れによる収入 4,900 4,280

長期借入金の返済による支出 △5,408 △5,939

社債の償還による支出 △50 △20

自己株式の取得による支出 △131 △98

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △101 △114

配当金の支払額 △350 △342

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,141 △1,435

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 961 3,084

現金及び現金同等物の期首残高 3,478 3,684

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,439 6,769
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該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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